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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成19年９月25日に提出いたしました第45期（自　平成18年７月１日　至　平成19年６月30日）有価証券報告書の一部に訂正

すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第１部　企業情報

第４　提出会社の状況

３　配当政策

６　コーポレート・ガバナンスの状況

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は　　　を付して表示しております。

 

第１部【企業情報】
 

第４【提出会社の状況】
 

３【配当政策】

（訂正前）

　当社は、安定的な経営基盤の確保に向けた積極的な設備投資等を通じ、業界における当社の競争力の維持強化を図るととも

に、株主に対する安定的な利益還元を経営の最重要政策として位置付けており、業績に裏付けされた成果の配分を行うこと

を基本方針としております。

　したがいまして、利益配当につきましては上記方針に基づき、１株当たり12円50銭の配当を実施いたしました。この結果、当

期は配当性向31.2％、自己資本利益率5.9％となりました。

　また、内部留保資金については、今後予想される業界他社との競争激化に対処し、今まで以上に生産基盤の強化を行うため

の生産設備への投資やお客様からのより一層の信頼を得るための環境保全並びに製品品質向上への投資を行いたいと考え

ております。

　当社は、会社法第454条第５項に規定する中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

 

（訂正後）

　当社は、安定的な経営基盤の確保に向けた積極的な設備投資等を通じ、業界における当社の競争力の維持強化を図るととも

に、株主に対する安定的な利益還元を経営の最重要政策として位置付けており、毎事業年度の期末に１回、定時株主総会の決

議事項として業績に裏付けされた成果の配分を行うことを基本方針としております。

　したがいまして、利益配当につきましては上記方針に基づき、１株当たり12円50銭の配当を実施いたしました。この結果、当

期は配当性向31.2％、自己資本利益率5.9％となりました。尚、配当金の総額は平成19年９月21日の定時株主総会の決議によ

り70,201千円であります。

　また、内部留保資金については、今後予想される業界他社との競争激化に対処し、今まで以上に生産基盤の強化を行うため

の生産設備への投資やお客様からのより一層の信頼を得るための環境保全並びに製品品質向上への投資を行いたいと考え

ております。

　当社は、会社法第454条第５項に規定する中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況】

（訂正前）

(1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

①　会社の機関の基本説明

　当社は、変化の激しい経営環境に対応するため、取締役会及び経営会議（原則として毎月開催）においてグループ経営

全般の重要事項を迅速に決定し、効率的かつ透明性の高い経営に努めております。当社は監査役制度を採用しておりま

す。

　取締役会は取締役６名で構成されており、会社法等で定められた事項及び経営に関する重要事項について決議・報告

を行っております。経営会議は社長と取締役及び部・所長で構成され、経営上重要な業務執行事項や諸課題を審議し、社

長及び取締役会を補佐しております。その他、各部門長を交えた分科会も毎月開催しており、社長と部門長の意思の疎通

と指示の浸透を図っております。

　当社は監査役制度を採用しており、監査役は２名選任しております。１名は常勤監査役であり、取締役会、経営会議には

すべて出席し、取締役の職務執行を充分監視できる体制となっております。また、監査役２名中１名は、社外監査役であ

り、客観的な立場から監督を行うことにより、監督機能の強化に努めております。

 

（訂正後）

(1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

①　会社の機関の基本説明

　当社は、変化の激しい経営環境に対応するため、取締役会及び経営会議（原則として毎月開催）においてグループ経営

全般の重要事項を迅速に決定し、効率的かつ透明性の高い経営に努めております。当社は監査役制度を採用しておりま

す。

　取締役会は取締役６名で構成されており、会社法等で定められた事項及び経営に関する重要事項について決議・報告

を行っております。また、機動的な資本政策の遂行を目的として、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議に

よって市場取引により自己株式を取得することができる旨を定款に定めております。取締役の定数について、当社の取

締役の定数は８名以内、取締役選任の決議要件については、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以

上を有する株主が出席し、その議決権の過半数もって行う旨を定款に定めております。経営会議は社長と取締役及び部

・所長で構成され、経営上重要な業務執行事項や諸課題を審議し、社長及び取締役会を補佐しております。その他、各部

門長を交えた分科会も毎月開催しており、社長と部門長の意思の疎通と指示の浸透を図っております。

　当社は監査役制度を採用しており、監査役は２名選任しております。１名は常勤監査役であり、取締役会、経営会議には

すべて出席し、取締役の職務執行を充分監視できる体制となっております。また、監査役２名中１名は、社外監査役であ

り、客観的な立場から監督を行うことにより、監督機能の強化に努めております。

　株主総会の特別議決要件は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使すること

ができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定め

ております。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目

的とするものであります。
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